
 

 

 
 

 

僕たち、わたしたちが、取り付けました！ 

あわら市では、地域の海抜を日頃から意識して、津波災害に対する警戒と防災意識を高め津

波発生時、役立ててもらおうと沿岸部地域に海抜を示す看板を設けました。 

看板は、海抜のほかに高台（緊急避難場所）の方向を示す矢印を記し、津波発生時にスムー

ズに避難出来るようにしたもので、吉崎小学校４～６年生１１人が作業を手伝い学校の正面玄

関の壁や通学道沿いの電柱に張り付け防災意識を高めました。 

今回、吉崎・浜坂地区内の幹線道路ほか通学路などの生活道路に計４０ヶ所に設置しました。 

看板の大きさは縦４５ｃｍ、横３５ｃｍで海抜の数字と、高台の方向を示す矢印が青地に白字

で表示してあり大変分かりやすく、子供にもわかるよう地上１．３ｍ位の位置に設置しました。 

★『災害は突然起こるもの』 あわてず冷静に・・・！★ 

日本は豪雨・豪雪・台風・地震など自然災害の多い国です。毎年各地で多くの尊い生命が奪

われるとともに財産などに甚大な被害を及ぼしています。 

このような体験や教訓を忘れず、普段から防災を身近なことと考え、いざという時、冷静な

行動ができるように心がけましょう。 

   

題字；前衛書家「吉川壽一」先生 
 

発 行 元  

吉 崎 公 民 館  

福井県あわら市吉崎 8-34 

郵便番号 922-0679 

電話 0776(75)1205 

komin-yoshizaki@city.awara.lg.jp 平成２６年３月１５日発行【第３４０号】 

ここの地面は、海抜・・ 

４月２６日（土）・２７日（日）Gobou 市 午前１０時～  



 [2] 

吉崎公民館だより 

Yoshizaki Kouminkan 

石森勇輝君、卒業おめでとう！ 

３月１日（土）、吉崎小学校「思い出の会」が行われました。 

今年の６年生は１名。５年生が中心となってお世話になった６年生に、「ありがとう」の心をこめて 

素晴らしい出し物を発表してくれました。 

 １，２年生は「くじらぐも～ゆうきくんバージョン」、４，５年生は「この６年間の思い出をむねに」、

６年生の勇輝くんは、１年生から６年生までの記録ビデオを見せてくれて、好きな GReeeeN のキセ

キを独唱しました。どの学年も何日も前から練習に取り組んだ成果が出ていました。先生方からの発表

もあり、笑いあり、涙ありの素晴らしい出し物でした。 

 最後に皆で歌った「あと一つ」は、最高の歌声でした。きっと勇輝君の心に響いたことでしょう 

 

『Ｇｏｂｏｕ市』開催準備進む！ 

今年も、「吉崎蓮如忌」期間中

の４月２６日（土）・２７日（日）

に、門前町の通りをメイン会場に、

手作り雑貨やアンティックのお

店が軒を連ねるマーケット、『Ｇ

ｏｂｏｕ市』が開催されます。 

ハンドクラフトや雑貨など

色々なジャンルのお店が並び小

さな子どもから大人まで家族そ

ろって楽しめるイベントです。 

見て！遊んで！食べて！楽し

い２日間、どうぞのんびりお散歩

気分でお寄り下さい。 

また、実行委員会も組織され、

「Ｇｏｂｏｕ市」を盛り上げていこうと委員の皆様も準備に追われています。 

テ作り品が勢揃い 
アンティックがいっぱい 
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『エコマーク賞』受賞～子どもエコクラブ壁新聞コンクール～  

吉崎小学校「吉崎赤手ガニ環境調査隊」の壁新聞が『エコマーク賞』受賞しました。 

昨年に続き２年連続の受賞となります。 

北潟湖周辺や学校周辺の生き物たちを 1 年間をとして調べ新聞にまとめました。 

３月２３日（日）に東京で開催する「こどもエコクラブ全国フェスティバル２０１４」に福井県代表と

して５・６年生が参加し、全国から集まった仲間たちと交流を深め、日頃の活動の様子や壁新聞に込め

たメンバーの思いを全国の仲間の前で発表することになっています。 

『力を合わせて、頑張ろう！』吉崎青壮年団総会 

２月１６日（日）、吉崎青壮年団の総会が吉崎公民館で開催されまし

た。来賓として出席いただいた浅田能成吉崎地区区長会長より「過疎

化の進む吉崎地区においては、青壮年団の協力無しでは吉崎地区の行

事がなにも行えず、是非とも各処での協力をお願いします。」というお

言葉を頂きました。 

その後議事に入り、執行部より平成２５年度事業報告、決算報告があり、監事より会計監査報告がな

されました。団員が減り続ける厳しい中ですが、山津節新団長の下、団員一同力を合わせて頑張ること

で地域をさらに盛り上げていけるような行動を起こさなければならないと誓い、今年一年も昨年以上の

活動を行っていく事で総会の議事が進んでいきました。 

入賞おめでとう！ 

第３６回県版画コンクール       

銅 賞 ４年 吉崎屋 健 

５年 岡田 凌太郎 

秀 作 ４年 石塚 七海 

坂井地区児童版画集 

優秀賞 １年 荒井 広人 

６年 石森 勇輝 

第４回わらってる川柳 ジュニア部門 

優秀賞 ４年 吉村 和真 
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『いつまでも、お元気で！』吉崎老人クラブ総会 

２月２１日（金）、立春を過ぎてもまだまだ寒さ

が残る中、吉崎老人クラブ通常総会が吉崎公民館で

行われ３１名が出席されました。 

会長挨拶、来賓祝辞の後、執行部より平成２５年

度事業報告、決算報告があり、監事より会計監査報

告がなされました。 

また、平成２６年度事業計画案、予算案などにつ

いても審議されいずれも原案通り可決されました。 

吉崎老人クラブにおいては、日頃から多彩な活動

を展開され健康づくりや明るい長寿づくりのために多大な貢献をいただいております。 

これからも創造と連帯の輪を一層広げていただき、より充実した老人クラブ活動となりますことを期

待します。 

また、いつまでも元気で活躍いただき今まで培ってこられた豊かな知恵と経験を次世代に伝えていた

だくとともに地域で活かしていただき、住みよい潤いと活気ある地域を作っていくため協力をお願いし

ます。 

 

『あわら市市制１０周年』を迎えて ～まちづくりシンポジウム～ 

平成１６年、福井県第１号として平成の大合

併で誕生したあわら市は３月１日をもって満

１０周年を迎えました。 

あわら市制１０周年記念「まちづくりシンポ

ジウム」では、１０周年の歩みを振り返るとと

もに合併の成果を検証し、「次の１０年、そし

てさらなる未来へ」私たちのまちがこれからも

誇れる素晴らしいふるさとであり続けられる

よう、特別講演・基調講演とパネルディスカッ

ションが行われ、講師より貴重な提言もいただ

きました。 

「次の１０年、そしてさらなる未来は・・」

このまちの市民であることに誇りと責任を持ち明るく豊かなまちづくりのため地域の総合力を高めて

いくことが重要です。 

たくさんの市民の方に参加いただきました。 

『ボランティア参加者募集中』 

旧馬場大路跡（歴史の道）の草刈ボランティア参加者募集します。 

如上人が吉崎滞在の室町時代から現存していた道です。現在は草、雑木で

見る影もありません。伝統ある吉崎の歴史を少しづづ開拓していこうと思

います。ご協力お願いします。 

連絡先 吉崎公民館 ：７５－１２０５ 
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■ 各教室 講座生を募集します。 

平成２６年度 吉崎公民館 定期教室 

ソーイング教室   

ソーイングの楽しさをもっと多くの人

に！ 

   

講 師 河 村 珠 江   

開催日 
第１・３月曜日 

第１回開催日 

   

時 間 午前９時３０分～    

定 員 １０名    

受講料 年間５，０００円（全２２回）    

その他 

手作りの夢を、膨らませよ

う！ ファッションや服作

りに興味のある方、初心者の

方大歓迎！ 

   

 

『創作の森を訪ねて』 Ｎｉｇｈｔ Ｍｕｓｅｕｍ 

３月１日（土）、アカリ・イマージュの夜を彩るナイ

トミュージアムには、たくさんの人が来ていました。

芝生の上に敷き詰めたＬＥＤ電球の無数の光や、木立

を照らしだすスポットライトが訪れる人を温かく迎え

てくれています。 

「光がコロコロ転がり動いているみたいで、とても

きれい！」と言っている女の子が・・ 

午後５時３０分、アートコア周辺のライティングが

始まる頃には小雨も上がり、森のライトアップが始ま

ると、夜の創作の森は光と音により多感に表情変える幻想的な世界へと移りました。 

静粛で神々しい雰囲気の中で、色変え語りかけてくるきれいな光に魅了され心が温かくなる瞬間を体

感した、今宵の創作の森はとても魅力的でした。 

吉崎公民館 自主クラブのご案内 

カ ラ オ ケ ク ラ ブ 

講 師 中 西 美 和 子 

開催日 第１・３土曜日 

定  員 １０名 

時 間 午後７時～ 

その他 
楽しく歌って 

親切、丁寧にご指導いたします。 

                                

詩 吟 ク ラ ブ 

講 師 堀 川 尚 洲 

開催日 第１・２・３・４月曜日 

時 間 午後７時～ 

その他 
吟を始めてみませんか！ 

男女年齢は問いません。 

  

パ
ソ
コ
ン
教
室 

受
講
生
募
集 

連
絡
先 

吉
崎
公
民
館 
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Ｔｈｅ時代 吉崎の変遷を辿る ～加越国境の番所跡１～ 

 

江戸時代の旅行者は、キリスト教の信者でないとい

う身分証明書（往来手形）が必要なだけでなく、日の

出から日の入りまでの間に関所や番所を通らなけれ

ばなりませんでした。その関所や番所は、明治２年１

月２０日に廃止されましたが１４０年余り過ぎた今、

その跡はどうなっているのでしょうか。 

越前と加賀の国境には、北陸街道に福井藩の細呂木

関所と加賀藩の上橘関所がありました。 

細呂木関所は近江国境の板取関所とともに福井藩

の二大関所であります。 

また脇往還の吉崎道の国境には福井藩の吉崎番所と加賀藩の永井番所があり、吉崎番所跡は、現在国

道３０５号線の県境にある金津さんの屋敷で、家の前に大きな松の木がありました。 

北潟湖の出入り口には、福井藩の浜坂水戸口番所と遠見場があり（御城代勤務覚―松平文庫）、 

その跡は鹿島の対岸、浜坂六一字安ヶ峰開墾一ノ二（約２００平方メートル）で昔は小さな渡し舟があ

りました。引き潮の時は、着物を頭にのせて鹿島へ歩いて渡ったともいいます。 

元禄２年８月（江戸時代中期１６８９年）、松尾芭蕉が奥の細道の旅で加賀と越前の境の吉崎の入江

を舟に掉さして「汐越の松」を訪ねた時は、大聖寺からこれらの番所を通り、浜坂の松景色を楽しんで

金津の総時寺へ行ったようです。 

昔は、荷物を公定賃銀で運ぶのが宿場問屋の務めで，細呂木宿場問屋の森家では、藩庁の許可を得て、

吉崎御山の下の道沿いに抜け荷のないように見張所を置いていたそうです。 

 

【吉崎再発見】４８ ～ 六字の名号 ～ 

  

蓮如上人は吉崎へ来てから、真宗を盛んにするために、南無阿弥陀仏の六字の

名号をたくさん書いて門徒に渡しました。村々をお説教に回ったとき、畳の上で

も名号を書いて床の間に掲げ門徒と車座になってお説教をしたといいます。その

名号は无（む）を無と書き，佛は古字の仏の字を書いていました。この用字法は

蓮如上人独特のようです。 

そして蓮如上人が自分でも「三国一の名号書き

だ・・！」といい、そのお礼金は一通八百文（米八斗

位）であったといわて、その金で山科本願寺や石山本

願寺ができ上がったといわれています。 

蓮如上人の書かれた名号は今も越前、加賀の門徒の

仏壇にたくさん安置してあって、毎日拝んでいます。

中には蓮如上人に二幅書いていただき、中央に阿弥陀

佛の木像を安置し、左右に六字の名号を掲げている家もあります。蓮如上人真筆

の名号の実数は、今日でも把握されていませんが多数にのぼることが推定されま

す。 
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『駐在さん、だぁ～い好き！』  －その２１－ 

こんにちは、吉崎駐在所の宮越通安です。 

平素は、警察行政各般にわたり多大なご理解・ご協力を賜り感謝申し上げます。 

1．あわら市内で今年初の交通死亡事故が発生 

～８０代の女性が死亡 後部座席でシートベルト未着装か～ 

２月２６日に金津千束地籍の交差点で、ダンプと普通乗用車が交差点で衝突

し、普通自動車の後部座席に乗車していた８０代の女性が亡くなる死亡事故が

発生しました。 

亡くなられた女性は、腰を骨折しておりそこからの内出血による出血性ショ

ックで事故後相当時間が経過した後に亡くなられています。 

今回の死亡事故では、後部座席でシートベルトを締めておられれば骨折をしなくてすんだ可能性があ

ります。後部座席シートベルトは、一般道路では違反まではなりませんが、特に高齢者の方は骨がもろ

くなっており、若い人と同じようにしていてはご自身を守れません。一般道路においても油断せず、ご

自身の安全と健康を自ら守るため、後部座席でシートベルト着装を強くお勧め致します。 

2．平成２５年中の吉崎駐在所管内の犯罪発生状況をお知らせします。 

平成２５年中に吉崎駐在所管内で発生した事件についてお知らせします。昨年１年間の犯罪発生 

数は合計１１件でした。これは昨年と同数の発生です。 

今年は（本職の着任した４月以降）、４件の事件を本職が検挙・解決しています。 

１月 ５日 自転車盗 一般住宅        ２月１７日 タイヤ盗 一般住宅 

３月１６日 タイヤ盗 一般住宅        ４月２０日 さい銭盗 寺院 ※検挙 

７月２２日 器物破損 梨畑内配電       ８月１１日 車上狙い 波松海水浴場 

８月１７日 密  漁 浜坂弁天岩付近※検挙  ８月１９日 鉄板盗 土木作業場 

９月２０日 倉庫荒し 農作業小屋        

１０月１日 さい銭盗 銭置き場 ※解決 

１０月２７日 倉庫荒し 事務所※検挙 

たとえ犯人を検挙しても、被害者の経済状態から被害回復を図ることは困難となって

います。まず、なにより犯罪に遭わないことが大切です。 

ご要望がありましたので、来月以降に「泥棒が泥棒をあきらめる瞬間ベスト１０」を

再度ご紹介する予定です。皆様ご自身の防犯意識を高めていただければ、犯罪被害を未

然に防止する力が高まります。 

『今月のことば』一言芳恩（いちごんほうおん） 

 「一言芳恩」読み方は「いちごんほうおん」と言います。 

一声かけてもらったことに恩を感じ、主人として仰ぐこと。また、

ひとこと声をかけてもらったことを忘れずに感謝するという意味です。

人の言葉をよく聞いて理解し、それを自分の糧にできるように、また、

人との繋がりを大事にしたいから、自分でも積極的に人に言葉をかけ

られる人間になりたいものですね。 

日々、「明朗」（ほがらか）「愛和」（なかよく）ふんわりとやわらか

で何のこだわりも不足もなく、澄みきった心、これを持ちつづけるこ

とが大切です。 
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         ４月 １３日（日）          吉崎御山掃除と空き缶ひろい 

           ４月 ２３日（水）        吉崎蓮如忌はじまる・・・ 

             ４月 ２６日（土）・２７日（日）   Gobou 市 １０時～   
 『平成２５年度ふるさとクロスワードパズル正解者抽選会』 

１年間、多くのご応募ありがとうございました。 

３月２８日（金）、午後１時３０分より、平成２５年度公民館だより「ふるさとクロスワードパズル正

解者」愛読者謝恩抽選会を吉崎公民館「談話室」で開催いたします。 

ご都合のつく方は、「お楽しみ抽選券」をお持ちになり公民館にお集まり下さい。 
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【ふるさとクロスワード】 

＊答えの解った方は、公民館まで連絡して下さ

い。正解者には、年度末に素敵な賞品が当たる

抽選券を差し上げます。（〆切は４月１0 日） 

先月号の回答は「トウキョウ」で、Ａの「江戸」

でした。先月号の問題の中で、横の番号が間違

っていました。お詫びいたします。 

 

パズルの中の A から E の 5 文字を並び替え

て組み合わせ、ある言葉にして下さい。その

言葉と一番関係の深いものは、下の３つのう

ちの何でしょうか。 

( Ａ；古米、Ｂ；姉妹、Ｃ；司会 ) 

今月の問題 

【たてのヒント】 

① ；メリーゴーランド、日本語で言うと○○。  

⑤ ；空中からの地上の撮影の事。先般、日刊県

民福井で、吉崎地区の○○写真が掲載されま

した。吉崎公民館事務所に、飾ってあります

よ！ 

⑧ ；吉崎に伝わる伝説「嫁おどし」。姑のおば

あさんは「おもと」、お嫁さんは？ 

⑨ ；乱数の列を順次並べた表。プロ野球で、投

手と捕手の間のサインなんかに使われてい

ます。  

⑩ ；有田焼、九谷焼など、吸水性のない焼き物

の事。陶器。 

⑪ ；就職活動。面接での自己○○は、決まりも

のです。自分をいかに売り込むか・・・上手

く伝えないと・・・  

⑭ ；室町末期、越前・加賀・三河・近畿などで

起こった宗教一揆の事。加賀で起こった○○

が引き金となり、吉崎にいた蓮如上人は、吉

崎を去ることになりました。吉崎にわずか４

年３か月の滞在でした。 

【よこのヒント】 

① ；蓮如上人は室町時代の人です。では親鸞聖人は？ 

② ； アメリカ合衆国南部の州で、ケネデイ大統領暗殺事

件の起こった都市「ダラス」がある州は？ 

③ ；木という漢字、木が二つで林。では三つでは？  

④ ；あわら市浜坂にある「汐越の松」。ここを訪れた人で、

「奥の細道」の作者は、松尾○○。 

⑥ ；自然の巡り会わせで、運命の事。占いなどを見た時

「○○上昇の兆し」なんて書いてあると、嬉しくなり

ます。 

⑦ ；江戸時代、幕末の安政５年（１８５８年）、日本とア

メリカ合衆国で結ばれた条約は、日米修好○○条約。

この条約締結により、商業取引、交易がアメリカとの

間で行われるようになったのです。  

⑧ ；おどして、金品をゆすり取ること。  

⑪ ；力士が土俵の上で片足を高く上げ、強く地を踏む所

作のこと。  

⑫ ；プロ野球も新しいシーズンを迎えました。アメリカ

に渡った前楽天、田中投手の、リーグ戦の○○陣が楽

しみです。 

⑬ ；帰りの反対 


